
人の割合

3 ら 59 60 61 62 63 -
％ 56.2

し 58.1 59 0 - - 0.0

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

02060100 望ましい生活習慣の定着
暮

自分が心身ともに元気と感じる人の割合
1 ら

58 58.6 59.4 60 60.5 -
し ％ 57.1

57 58.4 0 - - 0.0

02060100 望ましい生活習慣の定着
幸

健康づくりに取り組んでいる人の割合
2

60 61 63 65 66 -
福 ％ 59

58.2 55.8 0 - - 0.0

02060200 みんなで進める健康づくり
暮

健康づくり支援者が企画した健康教室の開催回数
3 ら

87 88 89 90 91 -
し 回 87

86 174 0 - - 0.0

02060200 みんなで進める健康づくり
幸

健康づくりに取り組んでいる人の割合
4

60 61 63 65 66 -
福 ％ 59

58.2 55.8 0 - - 0.0

02060300 安心し子どもを産み育てるための支援
暮

子育ての悩みや不安を相談できる人がいる（いた）人の割合
5 ら

59 60 61 62 63 -
し ％ 56.2

58.1 59 0 - - 0.0

政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

１．基本施策の実現状況を明らかにする
(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｂ 最終更新日：平成30年04月13日 1頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
０６ 笑顔輝く健康づくりへの支援

健康推進課長  猿舘　睦子

児童福祉課長　丹野　宗浩、地域包括支援センター所長　佐藤　修子

第１次滝沢市総合計画において、市は「幸福感を育む環境づくり」を目指すこととしています。同計画のアンケートにおい

て、幸福感を判断する重要事項として最も高かったのが「心身の健康」という結果でした。市民が幸せを感じながら笑顔で

暮らすためには、「心身の健康」は大切な条件の一つであり、また、病気や障がいがあっても、その人の考える健康の実現

は、その人らしく豊かな人生を送るために重要です。市民一人一人が健康に関心を持って、生涯を通じて主体的な健康づく

りに取り組めるような環境を整備するとともに、個人や家庭だけではなく、自治会等の地域や関係機関、行政が一体となっ

て互いに支え合いながら健康な地域、健康な滝沢市を目指します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮 自分が心身ともに元気と感じる人の割合

1 ら 58 58.6 59.4 60 60.5 -
％ 57.1

し 57 58.4 0 - - 0.0

幸 健康づくりに取り組んでいる人の割合

2 60 61 63 65 66 -
％ 59

福 58.2 55.8 0 - - 0.0

暮 子育ての悩みや不安を相談できる人がいる（いた）



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｂ 最終更新日：平成30年04月13日 2頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
０６ 笑顔輝く健康づくりへの支援

健康推進課長  猿舘　睦子

児童福祉課長　丹野　宗浩、地域包括支援センター所長　佐藤　修子

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

02060300 安心し子どもを産み育てるための支援
幸

子どもが大切に育てられていると感じている人の割合
6

75.5 76 76.5 77 78 -
福 ％ 75.3

75 78.2 0 - - 0.0



状

えあうまちを目指しま

況

す」を

実現することが

分

できます。　

・自分の

析

健康状態を把握し主体

(

的に健康づくりに取り

２

組むことができるよう

)

、概ね40歳から64

 

歳までの成人を対象と

基

し、が

ん検診を含む各

本

種検診事業を実施する

施

とともに、健康教育・

策

相談、広報、ホームペ

の

ージ等、多様な機会を

実

とらえて健康知識

の普

現

及啓発等を行い、市民

に

が健康づくりを進めや

影

すくするための環境を

響

整備してまいります。

す

・地域で中心となって

る

健康づくりをすすめる

社

「健康づくり支援者」

会

の養成や育成に努めま

環

す。また、地域と連携

境

した健康づ

くりをすす

変

めるための話し合いの

化

機会や協働での健康づ

(

くり事業を行ってまい

３

ります。

※健康づくり

)

支援者：保健推進員、

 

食生活改善推進員、運

政

動普及推進員等

・生ま

策

れてきた全ての子ども

と

が健やかに育つよう、

の

乳幼児健康診査、予防

関

接種等の健康支援とと

連

もに、乳児全戸訪問等

性

の育

児支援事業を通し

３

、安心して子育てがで

．

きるよう支援して参り

基

ます。

(２) 基本計

本

画期間内の取り組みと

施

方針のうち、平成30

策

年度の重点課題
・自治

の

会等地域や団体等との

実

連携を強化した健康づ

現

くりの推進（滝沢市健

に

康づくり宣言）

・各種

向

健診の受けやすい環境

け

づくりに向けた改善の

て

取り組みと検証

・健康

の

づくりに関する情報提

取

供の拡大と、健康づく

り

り支援者等健康づくり

組

に関わる市民の増員と

み

資質の向上

・妊娠・出

を

産への支援の充実（子

決

育て世代包括支援セン

定

ターの体制整備）

・乳

す

児全戸訪問事業の継続

る

とフォロー体制の強化

(

・育児支援事業の充実

１

(３) 基本計画期間

)

及び平成30年度重点

 

課題に基づく優先順位

基

の考え方
①自治会等地

本

域や団体等との連携を

施

強化した健康づくりの

策

推進（滝沢市健康づく

の

り宣言）

②妊娠・出産

達

への支援の充実（子育

成

て世代包括支援センタ

（

ーの設置）

③第２次滝

実

沢市地域保健計画及び

現

第１次滝沢市母子保健

）

計画の周知と推進

に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｂ 最終更新日：平成30年04月13日 3頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
０６ 笑顔輝く健康づくりへの支援

健康推進課長  猿舘　睦子

児童福祉課長　丹野　宗浩、地域包括支援センター所長　佐藤　修子

・自分が心身ともに元気と感じている人の割合は、年々増加傾向にありますが、健康づくりに取り組んでいる人の割合は基

準値よ

政

り低くなっており、健

 

康づくりの実践、継続

 

するための支援が必要

 

です。

・健康づくり支

 

援者が企画した健康教

策

室の開催回数は目標値

:

を上回っており、地域

基

で健康づくりをすすめ

本

やすい環境になっ

てい

施

ると考えられます。

・

策

子育ての悩みや不安を

:

相談できる人がいる（

主

いた）人の割合は、年

管

々増加しており、今後

課

も子育ての不安が軽減

長

され、安

心して子育て

職

ができるよう育児支援

・

事業を充実して参りま

氏

す。

・健康志向が高ま

名

る一方、自動車社会に

関

よる運動不足や、外食

係

産業の発展に伴うエネ

課

ルギーの過剰摂取、ス

長

トレスを抱えや

すい社

職

会環境等、健康づくり

・

を進めるための環境が

氏

損なわれてきています

名

。

・少子、核家族化に

２

より、育児が世代間で

．

伝達されにくく地域と

基

の関わりも希薄になっ

本

てきています。また、

施

親子の愛着形

成が図ら

策

れないまま親となり、

の

育児が困難となったり

実

、自己肯定感の低下か

現

らうつなどの精神障が

に

いなどで支援を必要と

向

す

る事例が増加してき

け

ています。

・経済的理

て

由による受診抑制等、

の

経済格差が健康格差に

現

つながっていく可能性

状

があります。　

「健康

を

」は目的ではありませ

認

んが、自分らしく笑顔

識

で暮らすための大切な

す

条件の一つです。また

る

、市民が幸福を実感す

(

るた

めの最も重要な条

１

件として最も高かった

)

のが「心身の健康」で

 

した。

　市民一人一人

基

が健康に関心を持って

本

「自分の健康は自分で

施

守る」を意識し、主体

策

的な健康づくりに取り

目

組むとともに、地

域ぐ

標

るみで健康づくりに取

の

り組むことにより、政

進

策である「健やかで笑

捗

顔にあふれ、互いに支



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(４) 所管施策別事業計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ｂ 最終更新日：平成30年04月13日 4頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
０６ 笑顔輝く健康づくりへの支援

健康推進課長  猿舘　睦子

児童福祉課長　丹野　宗浩、地域包括支援センター所長　佐藤　修子

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

02060100  望ましい生活習慣の定着
1

139,432 133,299 4.6 140,235 141,973 143,021 564,661

02060200  みんなで進める健康づくり
2

3,168 1,814 74.6 1,945 1,863 1,908 8,884

02060300  安心し子どもを産み育てるための支援
3

208,078 210,460 △1.1 212,475 213,617 213,652 847,822


